
ISSN 1344-9087 

東北アジアニューズレター

東北アジア学術交流懇話会ニューズレター
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東北アジアにかける虹
= CNEAS開設lO周年に寄せて＝

元河北新報社論説委員 仕E々'＊ 草令弐：

東北大学東北アジア研究センターが、着実に基

盤を固めながら10周年を迎えたことは、外郭の東

北アジア学術交流懇話会の 1人としても、誠に同

慶の至りです。

私は若いころからのつながりで、主にロシア関

係の研究に関心を抱いています。座右には、日ロ

関係に詳しいボリス・スラヴィンスキー氏の「千

島占領一九四五年夏」があり、扉に氏自身のサイ

ンがあります。 2001年 2月、仙台で開かれたセン

ター主催の公開講演会の折り、親しく話していた

だいた思い出の署名です。懇話会会員としての、

「特典」だったと思っています。

ノボシビルスクのシベリア連絡事務所からの会

員向け「シベリア通信」は、生のロシアを知る窓

です。楽 しみにしています。同様に 「新技術開発

記事ダイジェスト」も、未知の分野へ目を開かせ

てくれます。センタ ーが昨年末に新に発足させた

「ロシアからの技術移転事業」とともに、産業界

などにも強い刺激になっていると思われます。

単なる研究組織にとどまらず、社会に広く門戸

を開いて、成果を還元する、というセンタ ーの特

色が生かされています。かつては、 「研究第一主

義」をうたった東北大学の、新たなる展開でしょ

うか。

センターが東北アジアの自然と人間の共生、国

家や異文化社会の交流と共生の視点を堅持しつ

っ、周りの社会との共生を図り、地域研究の中核

的機関として発展されるよう、心から期待してお

ります。

2006年6月2日に執り行われた東北アジア研究センター開設10周年記念式典
のあとの記念祝賀会で、懇話会会員代表としてスピーチをされる佐々木氏
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東北アジアニューズレター

ぎ
ー
！
珀

=.J9 ● ,9-| 編ァ ・口枷鬱鴫鵬.■ 會 ー・叫圏漕 會

ー・—
東北アジア研究センター開設10周年記念行事
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6月 2日、仙台プラザホテル 3階松島の間において東北アジア研究センター開設10周年記念行事

が挙行された。

■東北大学東北アジア研究センター開設10周年記念式典 (16:30,-.,)
《式次第》
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東北大学東北アジア研究センター長

東北大学総長

文部科学省研究振興局学術機関課長

人間文化研究機構長

岩手県立大学長・

北東アジア研究交流ネットワーク代表幹事

宮城県産業経済部国際局長

平川新

吉本高志

森 晃 憲

石井米雄

谷口誠

狩野秀一

5. 閉 式

平川センター長式辞

1980年代後半からの中国の改革開放政策、 1991

年のソ連邦解体などに関連し、東北アジア地域は

一気に総合的な地域研究の対象としてクロー ズ

アップされるようになってきました。1993年、本

学ではこの機を逃さぬように ロシアを中心とする

北アジア地域に関する研究機関の設置に向けて検

討が開始され、 1996年5月、東北大学の学内共同

利用施設 として東北ア ジア研究センタ ーが設置さ

れました。

東北アジアという 言葉や地域概念は、発足当時

はまだ充分に熟したものではなく、歴史的経緯や

政治・経済環境・文化的性格の異なる国々や地域

を一括りにできるかどうかなど関係者間では大い

に議論になりましたが、 「東南アジア」と対にな

る 「東北アジア」という 地域概念を確立していく

ことをセンタ ーの理念・目標として掲げることに

なりました。

本センタ ーが目指す地域研究は、対象とする国

や民族をそれ自体として研究するだけでなく、東

北アジア地域内および隣接する東南アジアや中東

世界との連関を重視し、更に日本との関係を意識

した研究であり、同じ地域・同じ対象に対して複

数の学問分野からアプローチする文理連携に基づ

く地域研究など、自然・環境・資源・民族・社

会・文化など多方面にわたる諸問題を総合的・学

際的に地域研究する体制を構築しました。その結

果、既存の組織では取り組むことがなかったユ

ニー クな研究課題や共同研究をいくつも推進 し、

その成果も大きなもの となってきています。

昨今の世界情勢・アジア情勢を見ると、日本の

進路および東北アジア地域の安定と協調・共生関

係を確立するためにも、東北アジア地域研究は今

後更に協力に推進されていく必要があると確信 し

ております。

過去の歴史文化や現在的な問題を多面的に分析

するための研究拠点、すなわち東北アジア全域に

広く研究ネットワークを張り巡らした学術共同体

の研究拠点となるべく、今後も大いに研鑽を積み

重ねていく所存でおり ます。 （抜粋要約）

式典に先立ち、 14:00からは毛里和子教授と安田

喜憲教授に よる記念講演会、式典後の17時15分か

らは祝賀会が催された。
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■記念講演会 (14:00---)

演題 「地域研究そして中国研究」

講師 早稲田大学政治経済学術院教授 毛里和子氏

地域の文化、社会、生態現象は研究上、分けて考

えることが可能であるが、実際これらは一体化し

ている。地域研究とは学際的に、地域の実態にで

きるだけクリアに迫るという非常に難しい役割を

負っている。地域の定義は様々であるが「地域は

作られるもの」と設定でき、その意味では既存の

国や国境も絶対的ではなく、将来アジアが 1つに

なることも想定できる。 「人々の共同体」、 「多

層型コミュニティ」、 「地域公共財」。東アジア共

同体は、これら 3つのコンセプトをもって構築さ

れることが望ましいだろう。

毛里教授の講演風景

■記念祝賀会 (17:15"'-')

1. 開会のことば

東北アジアニューズレター

演題 「東北アジアのアニミズム連合の結成」

講師 国際日本文化研究センター教授 安田喜憲氏

命の融合、文化の融合、生命の再生と循環。これ

らの考えは東北アジア文明の根幹を形成するもの

である。物質工ネルギー文明から東北アジア地域

が作り上げた‘‘生命文明'’へ。つまり 21世紀は、

自然破壊を伴った近代文明に対極する新しい社

会、すなわちアニミズムによる新たな産業技術社

会を作りあげる必要がある。今後さらにアニムズ

ムの重要性が理解され、アジア太平洋地域にアニ

ミズム連合が結成されていくことが期待される。

安田教授の講演風景

2.挨 拶前東北大学東北アジア研究センター長 山田勝芳

3. 祝 辞前総合研究開発機構理事長・元経済企画庁事務次官・

北東アジア研究交流ネットワーク副代表幹事 塩谷 隆英

4. 乾 杯東北大学副学長 野 家 啓 一

5. スピーチ京都大学地域研究統合情報センター長 田中耕司

元河北新報社論説委員 佐々木幹夫

6. 閉会のことば

祝賀会には日頃からセンターの活動をご支援いただいている東北アジア学術交流懇話会会員の皆様な

ど、多くの方々に参加いただいた。

■当Hの学外からの御列席者名

石井米雄（人間文化研究機構長）、狩野秀一（宮

城県産業経済部国際局長）、佐々木幹夫 （元河北

新報社論説委員）、塩谷隆英（前総合研究開発機

構理事長）、田中耕司（京都大学地域研究統合情

報センター）、谷口誠（岩手県立大学学長）、谷関

邦康（宮城県産業経済部国際政策課長）、保立道

久（東京大学史料編纂所長）、松里公孝（北海道

（敬称略）

大学スラブ研究センター長）、水野広祐（京都大

学東南アジア研究所長）、毛里和子（早稲田大学

政治経済学術院教授）、森晃憲（文部科学省研究

振興局学術機関課長）、安田喜憲（国際日本文化

研究センター）、ラジェンドン・ムース（岩手県

立大学社会福祉学部教授）他

（徳田由佳子）
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東北アジアニューズレター
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2005年度東北アジア研究センター研究発表会

2006年 4月 5日（水） 13:00より、 2005年度の東北アジア研究センタ ー研究発表会が本センタ ー 4階大会議室に

おいて開かれた。センターの共同研究を中心とした次の15のテーマについて報告が行われ、報告終了後には30分

ほどの全体討論ももたれた。

•東北アジア世界の形成と地域構造 代表：山田勝芳

•前近代における日露交流資料の研究 代表：平川 新

・白頭山東部における10世紀巨大噴火と遼・高麗王朝への歴史的影響 代表：谷口宏充

•東北アジア地域史におけるモンゴルの歴史的位相に関する研究 代表：岡 洋樹

•北アジアの環境・文化・歴史に関する総合的研 代表 ：岡 洋樹

•ノア・データの利用による東北アジアの環境変動解析とデータベース作成に関する学際的研究 代表：山田勝芳

・モ ンゴル語資料の文献学的研究 代表： 栗 林 均

•江戸東京博物館における東アジア文化展企画研究 代表 ：磯部彰

・近未来の宮城県沖地震に備えた歴史資料保存のための調査研究事業 代表：平川 新

•西シベリア塩性湖チャニー湖沼群の環境と生物群集に関する研究 代表：菊地永祐

・中国の民族理論とその政策的実践の文化人類学的検証 代表：瀬川昌久

・東北アジアにおけるユートピア思想と地域の在り方 代表：山田勝芳

・図何江沿流域居民生活誌の通時的共時的研究 代表：上野稔弘

・東北アジア地域ノア画像データベース構築と文系分野への利用研究 代表：工藤純一

・東アジア出版文化の総合研究 代表：磯部 彰 （鹿野秀一）

めどるましゅん オキナワ

講演会：歴史・記憶・物語 H取真俊の小説を通して見える世界

スーザン・プーテ レイ先生（カンタベリ ー大学言語

文化研究学部教授。日本近現代文学専攻）は、ジェン

ダーの視点から日本近現代文学を捉え直す研究をされ
め どる

て来た。今回の講演内容は、「歴史・記憶・物語 目取
ましゅん オキナワ

真俊の小説を通して見える世界」と題して、沖縄出身の

男性作家、目取真俊の作品「水滴」を通 して、沖縄

戦、そ して敗戦後における沖縄の人々の記憶について

分析を試みるものであった。

「水滴」では、徳正という戦争体験がたりを通し、

徳正の見た日本兵の姿、或いは、親友石嶺を見殺し

にした体験と、敗戦後に自らが語る戦争神話との溝、

或は「奇跡の水」に象徴される沖縄大衆の姿など、本

州の人間が沖縄戦からイ メージする戦争体験とは別の

見方を呈示した。そして、目取真俊が追求した殉国美

談や戦争神話に隠された意味を、ブーテレイ教授は現

在の中東情勢や日本の状況を加味して問い直そうとす

る講演であった。

沖縄をめぐる事象を、

日米以外の立場で分析

した今回の講演は、東

北アジア研究センター

のもつ役割とも相関し、

大変有意義な内容であっ

たと思われる。

（磯部彰）

講演会：匝シベリア・チャニー湖談水域における「巻き貝一吸虫類」宿主・奇生者システム0)生態学的研究
(Ecological study of host-parasite "snail-trematoda" system in freshwater ecosystem of the Chany Lake, west Siberia) 

ュルロバ・ ナタリア客員教授（ ロシア科学アカデ

ミー・シベリア支部・動物分類学生態学研究所）の講

演会が、 6月12B （月）に本センター 4階大会議室で

開催された。講演では、西シベリアにあるチャニー湖

沼群の淡水域におけるモノアラガイの仲間の巻き貝と

寄生者である吸虫類についての生態学的な報告があっ

た。チャニー湖沼群においては、巻き貝類は生体量も

大きく、湖沼生態系において重要な構成種のひとつで

あるが、水温や水位などの環境変動による個体数変化

だけでなく、吸虫類の寄生によって宿主に影響が大き

く、これらの宿主•寄生者関係が群集レベルでも重要

であることを述べられた。特に優占種であるオオモノ

アラガイを例に、吸虫

類の寄生による成長率

や生存率の低下、行動

様式の変化などについ

て詳細なデータに基づ

いた解説があった。この

講演は英語で行われた。

（鹿野秀一）
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シベリア便リ
今年と来年は仙台とノヴォシビルスクにとっ

て記念日が集中する年になりそうです。東北ア

ジア研究センターは今年で10周年を迎え、 6月

上旬に仙台で記念式典が行われました。私はノ

ヴォシビルスクに駐在していたので、式典には

出席できませんでしたが、聞くところによれば

盛大に行われたようです。ところで、ノヴォシ

ビルスクに「シベリア・北海道文化センター」

という施設があります。このセンタ ーでは日本

語や日本文化、柔道などの日本武道を教えてい

ます。センターの設立は1996年であり、今年で

10周年を迎えました。その10周年の式典が 5月

4日に行われ、私も式典に参加しました。ノ

ヴォシビルスク市と札幌市とは1991年以来姉妹

都市関係にありますが、 「シベリア・北海道文

化センター」の設立背景には、札幌市の人々の

尽力、とりわけ、根本清一氏（北海道・ロシア

文化協会・会長）の御尽力が大きいと思いま

す。施設の設立資金の30％は根本氏の呼びかけ

で、札幌市で募金活動により集められたお金だ

からです。

． 
中I080Ct'¥;訊 PC奴 n
栂 HKu内V畑滋

心Abtypけ叔
ueHtP 

℃K団 Pb... X0閃々仄ブ． 
シベリア・北海道センターの旗

東北アジアニューズレター

式典後の懇親会で根本氏にお話を伺いまし

た。なぜ彼がノヴォシビルスクと友好関係を持

つようになったかに関心を持ったからです。そ

のきっかけは囲碁でした。根元氏の趣味は囲碁

であり、札幌氏の囲碁協会に加盟されていま

す。ノヴォシビルスクでも囲碁の人気は高く、

囲碁クラブがあります。ある時、ノヴォシビル

スクの青年が囲碁を教えてほしいと札幌の囲碁

協会に依頼しました。それに応えて、根本氏を

含む囲碁に長けた人々何人かが1980年代末にノ

ヴォシビルスクを訪問したのです。最終的に

は、その縁が「シベリア・北海道文化セン

ター」設立に繋がったのです。設立の過程でノ

ヴォシビルスク市が全面的に支援し、今では市

の施設になっています。センターの中にはお茶

会ができるような「畳の間」があり ますが、 10

年経った今では畳の傷みも見られます。そこ

で、畳を全面的に新しくするために、また根本

氏は札幌市で募金活動を始められるようです。

来年は仙台で東北大学100周年記念が行われ

ます。また、ロシア科学アカデミー・シベリア

支部と東北大学との学術協定が締結されて10年

目を迎えます。しかし、それだけではありませ

ん。シベ リア支部が来年で50周年を迎え、大々

的な式典が準備されつつあります。シベリア支

部が設立されたのは、ソ連時代の1957年でし

た。ちょうど半世紀を経たことになります。今

年の秋にはシベ リア支部総裁の選挙が行われ、

新しい総裁が誕生します。その総裁により次の

半世紀が始まるのです。

（塩谷昌史）

記念式典の模様（最前列の左から 4人目が根本氏）
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悸多新任教員紹介迄芝
屯`、 一dた~-·-●..巡·9..～ •ヽヤ～ . 、， 公寮が で亨9心

地域環境研究部門環境社会経済研究分野‘・教授
ぷ ぶ。奥村誠

笠、森 昴、、、99滋寮・ 沼 W然' ....• . ' ⇔ぶ磁マ、 曇．内ダ

本年 4月 1日付にて広島大学から着

任しました。生まれてから大学、大学

院修士課程、助手を経て講師までの33

年間を京都市で過ごし、その後東広島

市で11年間暮らしました。束日本での

生活は初めてですが、仙台の町は一年

間滞在したアメリカ束海岸のボストン

と気候や雰囲気に共通点があり、親近

感を持っています。そういえば、ボス

トン美術館の筋向いには、 NortheasternUniversityという

大学がありました。

工学部の土木工学は、伝統的に道路や鉄道、ダムなどの社

会基盤施設の作り方という Know Howを扱ってきました

が、ここ40年ほどで、どんな施設を作るぺきかという Know

Whatもしくは KnowWhyの研究の必要性が高まり、経済

学や地理学をベースに統計学や最適化数学の技法を活用した

「土木計画学」という分野が発展してきました。私は、その

なかで、地方都市圏の基盤施設計画、都市間交通と産業立

地、時差出勤・フレックスタイム制度の効果分析、災害リス

クと都市の土地利用を対象とする研究を進めてきました。そ

こでは、社会経済現象の本質的なメカニズムを抽出してシン

プルなモデルで記述することと、集合性や累積性といった性

質を浮き彫りにすることを心がけています。また近年では、

現実の地域環境の把握に欠かせない地理情報システム

(GIS)を利用するとともに、不完全な観測データから現象

を理解するための手法の開発を進めており、土木学会や広島

大学の支援を受けながら、実社会を対象とする研究プロジェ

クトも企画・実行してきました。このように自分自身ではか

なりの文理融合型の人間であると思っていますが、今後は東

北アジア地域にフィールドを求め、早期にプロジェクトを立

ち上げたいと思っています。

さて、国立大学の独立法人化に関連して地域貢献が謳わ

れ，大学外での実務経験の重要性が増しています。学生の時

代から連続して大学の中で過ごしてきた私にとって、 2001年
8月から半年間、 JICAのプロジェクトリーダーとしてブラ

ジルに赴任し実務に触れたことは貴重な体験で した。環境も

関連組織の形態も異なるため、日本での業務をそのまま持ち

込んでもダメで、状況をよく観察して本質論に戻って考え、

議論し、納得しあうことが大変重要でした。この経験の中

で、国際的な業務では人々の考え方の違いや文化の違いの理

解が不可欠であることも痛感しました。例えば、結果や経済

的な成果を示すことが重視される日本の技術者は、導入技術

を説明する際に成功事例や実績を用いようとしますが、結翠

よりも政治的なプロセスを重視する多くの国では、そのよっ

な説明が逆効果をもたらす可能性があります。

帰国後は日本と周辺諸国の文化的背景の形成に興味を感

じ、個人的に、古代の日本人の世界観・価値観と中国からの

文化的な影響に関する書籍にも目を通しています。東北アジ

ア研究センタ ーの中で、私自身の 「文理融合度」に磨きをか

け、新たな研究の展開につながっていくことを楽しみにして

います。

Boston Universityの地理学科が入る建物(1992-93に滞在）

地域環境研究部門環境社会経済研究分野・助手 ガ豆オこ 尻和召ぞ子；

2006年 4月1日より東北アジア研究セ

ンタ 一環境社会経済研究分野の助手と

して着任いたしました。コンフリクト

マネジメントが私のこれまでの研究の

主たるキ ーワードです。 コンフリクト

とは人々の意見や利害の衝突を意味し

ます。コンフリクトマネジメントとは

人類によって日々の生活の中で長らく

行われ、そして成功や失敗を繰り返し

ている営みと言えるでしょう 。

コンフリクトマネジメントを考える研究として、たとえ

ば、過去のコンフリクトの経緯や歴史を辿り、紛争の成功事

例や失敗事例を蓄積して分析することで、将来のコンフリ ク

トマネジメントに有用な知恵を体系化するというアプローチ

があります。一方で、人々の選好や利害から演繹的に均衡解

を予測することで、コンフリクトのマネジメント方法を考え

るアプロ ーチ もあります。このような均衡解を分析する理論

としてゲーム理論があります。均衡解を導出するためには、

理論で分析することを前提に人々の選好や利害、振る舞いの

原則に対して多くの仮定をおいて現象を単純化する必要があ

ります。このような仮想空間で行われる思考実験は現実から

乖離しているとも考えられますが、シンプルなモデルは時に

非常に雄弁でもあります。たとえば、同じ仮定のもとで 2つ

の均衡解が導き出され、一方は現実と符合しているとき、も

う一方はどのような意味を持つのでしょうか？

私の研究対象は特に水資源の開発をめ ぐるコンフリクトの

マネジメントです。将来的な水不足の時代には水争いが戦争

の火種ともなり、また日本のように比較的水資源の豊かな国

では開発か環境かという価値観の争いとしてコンフリクトが

表出しています。国際的な水争いに対する コンフリクトマネ

ジメントの方法論の整備は喫緊の課題であると世界的にも認

知されています。この課題に対処するためには、これまでの

歴史的な紛争解決の知恵を蓄積することと、 モデル分析を通

してコンフリクト眺め、マネ ジメン ト方法について思考実験

することが車の両輪であると私は考えています。知の蓄積な

くして本質的なモデル化は行えませんし、将来的な予測を行

う上でモデル分析はひとつの視点を与えてくれ、このもとで

は蓄積された知恵だけでの予測は不十分であると考えられま

す。過去の事例研究にも理論を用いたモデル分析は有用で

しょう。

今後は、研究対象地域のひとつとして洪水・渇水の被害に

例年晒されている中国黄河流域を考えており、上述のような

認識から、文理融合した視座で黄河の水資源問題について研

究を進めていきたいと考えています。中国での水資源問題の

如何が世界的にも重要な問題であることは言うまでもありま

せん。
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戸客員教授紹介戸：）

Susanne Formanek 

オーストリア国籍。オーストリア国立学術アカデ

ミー、アジア思想・文化史研究所に日本研究員として

常勤し、特に日本人のライフ・ コース観や他界観とそ

の時代的変遷に関する研究活動を続けると同時に

ウィーン大学東アジア研究所で日本語の古文体の講義

をしている。主となる研究成果は、近代化以前の日本

における老齢観念やお年寄りの生活状況に関する研究

に取り組み、『老いはえ逃れぬわざなり一古代日本に

おける老年期』 (1994年）、安達が原・浅茅が原の一ツ

家の老女、猫股に化ける老女など、古い伝説を利用し

た江戸後期の歌舞伎狂言、戯作文学、絵画資料と当時

の社会状況との関連を解明し、『江戸時代後期の大衆

文化における「悪老女」一敵役としての役割とその社

会的背景』 (2005年）と題する（ドイツ語の）本を出

版した。

黄表紙 ・合巻などの草双紙、読本、錦絵、双六、芝

居番付などの幅広い江戸時代の出版物の解読を通じ、

当時の出版文化の発達状況を把握し、それら資料の社

会史研究上での価値を確認した。その延長として、

ウィーン大学東アジア研究所プロジェクト 「1842年
-1905年日本における浮世絵木版画の風刺画」のデー

タベース化作業に協力し、 2005年には、夫の Sepp
Linhart（ウィーン大学）と、近代の 「情報社会」の

先駆としての江戸・明治の出版文化を明らかにする主

旨で、 「WrittenTexts -Visual Texts. Woodblock-
printed Media in Early Modern Japan」と題する本

を共同編纂しする一方、その中に絵双六に現われた江

◆磯部彰編 「慶應義塾図書館所蔵閲斎堂刊 『新刻増

補批評全像西遊記』の研究と資料 （上）」

◆栗林均、呼日勒巴特爾共編 「『御製満珠蒙古漢字

三合切音清文鑑』モンゴル語配列対照語彙」

◆S.Rasskazov H.Taniguchi 「MagmaticResponse 

to the Late Phanerozoic Plate Subduction beneath 
East Asia」

（スサンネ・らフォルマネク）

戸後期の女性像とそのライフ・コース観についての論

文をまとめて収めた。

今後の研究活動では、一般の「立身・出世双六」の

ジャンルやそれに関連をもつ「善悪道中記」などの草

双紙、さらにその他界での延長としての追善草双紙の

研究を進め、封建制度下の庶民の立身思想の存在やあ

り方を考察していきたい。江戸時代は、人間一生の中

で、特に青少年期と老年期に、様々な文化・文芸活動

を行なうべき年齢として価値づけた思想的傾向を見

せ、それは、当時の児童文学の芽生えからも伺えるよ

うに、出版文化とも深い関わりを持っていたと思われ

る。そうした教訓と娯楽をも含んだ出版物を考察する

ことによって、現代の高齢化や青年期の空洞化という

社会諸問題を考える上での、多くの示唆を含む研究成

果を期待できると確信する。尚、東北大学の著名な狩

野文庫の所蔵物をこの機会に活用させていただけるこ

とは、またとない大き

な喜びである。

最後に、東北大学東

北アジア研究センタ ー

にて研究活動の機会を

与えられたこ とに心か

ら感謝し、関係各機関

の皆様のご尽力に改め

てお礼を申し上げたい。

◆磯部彰編 「東北アジア研究センタ ー共同研究 「東

アジア出版文化の総合研究」研究成果報告 「東ア

ジア出版文化の研究」に係る研究経過等の社会公

表」

◆セルゲイ・パプコフ、寺山恭輔、畠山禎 「三人の

大統領とソ連・ロシア」

ンター動向
............. 

〈客員教授〉

●魏海泉（ウェイ ハイチュワン） ：中国、中国地

震局地質研究所火山学副研究員、

「白頭山の10世紀巨大噴火と最近の噴火危機発生に関

する日朝中 3ヶ国共同研究」 平成18年 7月 1日～

平成18年10月31日

●Susanne Formanek（スサンネ フォルマネク）

オーストリア、オーストリア国立学術アカデミーア

ジア文化・思想史研究所上級研究員、

「日本前近代におけるライフ・コ ース観とそれに関連

の出版物」 平成18年 7月17日～平成18年11月30日
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!邸念視賀舎◎夜##'Ii,7写真............... ． 
2006年 6月 2日開催の東北アジア研究センタ ー開設10周年記念行事は、約100名の学内外関係者の出席のもと執り行

われましたが、そのうち20名は懇話会会員であり、地元仙台のみならず神奈川、 東京、新潟、秋田など遠路からも駆け

つけていただきました。ここでは、記念講演会、記念式典に引き続き夕刻行われた記念祝賀会に参加された会員の方々

のスナップ写真を紹介致します。なお、スペースの関係上全ての方々の写真を掲載出来ません事ご理解願います。

祝賀会は、山田勝芳前本研究センタ ー長の挨拶（写真1) ののち、塩谷隆英北東アジア研究交流ネットワ ーク副代表

幹事の祝辞（写真2)を戴き、野家啓一本学副学長による乾杯（写真3)で自由懇談に入りました。途中、田中耕司京大

地域研究統合情報セ ンタ ー長（写真4)、ならびに懇話会会員代表と しての佐々木氏 （写真5、表紙参照）による本セン

ターヘの期待感あふれるスピーチを戴き、厳粛な中にも和気相合のうちに閉会を迎えました。

東北大学東北アジ

10回

ISTCモスクワ事務所でお会いしてるかも ・・ と、
遠藤長司氏（航空宇宙技術振興財団）、
坂本素意氏（本センター客員教授）

スピーチ絡了後の佐々木氏と、東京からお出でいただ
いた橋本彰夫氏（ピーエムシー）ならびに女性客員教授

ご多忙の中参加戴いた
岡崎トミ子参議院議員

..:.:J’if 

景気はどう？と、及川幸勇氏
（仙台文理）、王川徳男氏（玉川電気）

り
福島から駆けつけて戴いた小林富次（福島
研究公園交流センター）氏、岩谷金作氏

． 

懇話会の皆様とともに東北アジア研究センタ ー開設10周年記念を迎えることができましたことはまこ

とにご同慶の至りです。記念式典をはじめ祝賀会は遠路からも多くの会員の皆様にお越 しいただき盛大

に催すことができました。あらためて感謝申し上げます。今後とも束北アジア地域の研究発展のために

ご協力とご支援を宜しくお願いします。 （工藤 純一）

《うLとら 》 （東北アジア学術交流懇話会ニューズレター） 第30号 2006年8月31日発行
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